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平成２６年度林業普及事業外部評価検討会

県産材安定供給へ向けての対策
（若桜町を中心として・・・）

鳥取県東部農林事務所

八頭事務所農林業振興課

熊澤 孝一

県産原木の現状と課題

製材用材、合板用材共に不足

県内外のバイオマス発電、チップ工場稼働

県
産
原
木
供
給
量
増
加
が
必
要

チップ用材要求量が急上昇

原木出材量は年々増加しているところであるが・・・

需要（㎥） 供給（㎥）

県東部製材用材

県全体合板用材

４０，０００ ２８，０００

２３０，０００ ５０，０００

若桜町森林整備の現状と課題

豊富な森林資源 スギ ヒノキ林 約６，５００ｈａ

しかし・・・ここ５年間の間伐面積は 約３７０ha

９４％の森林で間伐が必要

若桜町で間伐を進める必要あり

課題への対策
課題：県産原木供給量増加、若桜町間伐推進

★若桜町間伐推進、原木供給量の増加★
１ 路網沿線森林経営計画
策定推進（森林組合）

２ 路網空白地帯の解消（町）
⇒新たな原木供給源確保

★県東部Ａ材出材量の増加★
３ 原木の造材・仕分能力向上
（森林組合等）
⇒Ａ材出材推進

１ 路網沿線森林経営計画策定推進
（若桜町）

①森林経営計画策定状況の見える化
②道沿い間伐対象林分の調査
③森林組合に間伐実施の提案

・まだ、道沿いでも間伐できていない区域が多い

道沿いで資源があり、間伐すべき区域を整理、
森林経営計画樹立 新たな原木供給源確保

・森林組合が森林経営計画の樹立、間伐を推進中

①森林経営計画策定状況の見える化

１ 若桜町のスギ・ヒノキ人工林図面を作成

２ 県、町、森林総研、造林公社が整備する森林を表示

４ 林道など幹線路網表示

森林組合、若桜町、鳥取県で図面を共有

今後の森林整備検討資料として活用

３ 森林組合が森林経営計画を樹立した区域を色塗り

幹線路網及び資源があるが・・・
森林経営計画が樹立できていない区域を見える化
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若桜町 森林現況図面（見える化）

森林総研

鳥取県

若桜町
経営計画
樹立済

②道沿い間伐対象林分の調査
（１）道沿いのスギ・ヒノキ林を現地調査
間伐必要林分の抽出

（２）調査結果取りまとめ

見える化図面に表示

（３）森林組合への説明
間伐実施提案

茗荷谷地内の間伐、
森林経営計画策定を
検討中

間伐候補地 140924-39 市町村 若桜町 保安林指定 水かん

森林簿での所在 茗荷谷 オデミ

傾斜 平坦～緩傾斜 林小班 158 Ｇ Ｊ

面積 2.56ha 混雑状況

樹種 スギ 林齢 56 ～ 64

胸高直径 30ｃｍ 範囲２１～３７ｃｍ 樹高

本数／ha 1,100本 相対幹距比

最寄りの道 林道根安つく米線 道からの距離

作業道開設 容易 土場等

現況

施業の痕跡

意見

林縁に若干あり。（平坦部分に土場作成？）

気象害による先折れあり

切捨て間伐

・搬出間伐が適当
・森林経営計画の樹立が取り急ぎ難しいようであれば、特定間伐等促進計画、美しい森づく
り推進事業で平坦部分を搬出間伐。

346-65,66,71,72

森林簿での所有者

混みすぎ

20ｍ

15.1%

隣接

若桜町路網空白状況

緑・・・スギ・ヒノキ

資源はあるが、路網が
ないため原木が搬出で
きない区域がある。

幹線路網（林道）を開設
し、原木供給源に・・・

桃・・・路網から３５０ｍ
（低コスト搬出区域）

２ 若桜町路網空白地帯の解消 路網空白地帯の解消方法

①林道ルートの案作成

②ルート案検討会の開催

③事業化に向けて町への支援

路網空白地帯で新たな林道開設
住民から開設要望のあった実現性の高い場所で検討

名称 屋堂羅ルート 屋堂羅２ルート 諸鹿ルート 角谷ルート 赤松ルート

地図上の線 黒破線 紫破線 赤破線 青破線⇒赤破線 茶破線

接続道
屋堂羅線
幅員３．５ｍ

屋堂羅線
幅員３．５ｍ

諸鹿角谷線（諸鹿側）
幅員４．０ｍ

諸鹿角谷線（角谷側）
幅員４．０ｍ

町道
幅員４．０ｍ

起点 屋堂羅線終点
屋堂羅集落東側砂防

ダム付近
諸鹿角谷線　諸鹿側途

中
諸鹿角谷線　角谷側途

中
松尾神社付近

距離 1,600ｍ 5,500ｍ 2,300ｍ 4,600ｍ 7,200ｍ

最大縦断勾配 16%以上 10% 10% 10%

曲線半径 ８ｍ以下 １２ｍ １２ｍ １２ｍ

地すべり １箇所 ６箇所 １箇所 ４箇所

急傾斜区域 － 3,000ｍ 400ｍ 650ｍ

工事費（概算） 規格に合わない 88,500万円 23,500万円 61,000万円 67,800万円

ｍ単価 規格に合わない 16.1万円／ｍ 10.2万円／ｍ 13.3万円／ｍ 9.4万円／ｍ

①林道ルート案の検討
（１）地山傾斜、地すべりを考慮し、ルート案を作成

（２）作成したルート案現地踏査等

（３）複数のルート案の比較
（林道担当と連携し、開設経費概算額も算出）

６つのルート案を作成

②ルート案検討会の開催

若桜町林道検討会を３回開催
６つのルート案⇒若桜町、森林組合、森林所有者
に提案、現地確認

関係者の合意形成を図る

提案した２つのルートを修正、改良
した林道諸鹿屋堂羅線の事業化を
若桜町が進めることとなった。
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③事業化に向けて町への支援

町予算要求、議会説明資料
林道利用区域
若桜町路網空白地帯の図面

林道諸鹿屋堂羅線
県、町が予算要求中

路網空白地帯
２５０ｈａ解消へ

３ 原木の造材・仕分け能力向上
（県東部）

①原木の造材・仕分研修
②市場から原木出材者への情報提供

製材用材減少

森林所有者の収益向上のために仕分け
の目を養うことが必要

出材量は年々増加しているが、

造材、仕分を行わず一律合板
用材にする事案が増加 森林所有者

収益減少

①原木の造材、仕分研修

（１）講師 原木市場の職員
（２）対象 森林組合等プランナー、仕分担当者等
（３）内容 造材上の失敗事例の説明

原木仕分種類、価格予想

造材上の失敗事例の説明
（１）余尺が長すぎる、短すぎる原木
⇒バチ（根元部分）を除いた長さを４ｍで採材すること

（２）死節が木口でわかる原木⇒切り直すことで価格１割以上増加

死節

長すぎる原木

原木の価値判断能力を向上させるため、
受講者が製材用材or合板用材を判定、価格予想

価格予想 価格答え
製材用材
合板用材

原木１

原木２

価格の根拠解説
色、径級、曲がり、年輪幅、枝打ち、コブ等

１５，０００

１３，０００

製材用

製材用
合板用

２０，０００

１０，０００

受講者の原木価値判断、仕分技能向上

⇒講師が落札予想価格を解答

情報はほとんど
提供されず

②市場から原木出材者への情報提供

市場情報
高値原木、不足原木
造材上の問題点

原木出材者
出材意欲、造材能力向上

現在、原木市場運営会社
が、情報提供できる範囲に
ついて検討中

原木購入者
必要とする原木の確保
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まとめ
１ 路網沿線森林経営計画策定推進
１ 森林経営計画策定状況の見える化
２ 道沿い間伐対象林分の調査
森林組合に間伐実施提案

【結果】
・森林経営計画検討区域の情報共有
・提案箇所の間伐及び森林経営計画策定
検討中

まとめ
２ 路網空白地帯の解消
１ 林道ルートの案作成
２ ルート案検討会の開催
３ 事業化に向けての町への支援

【結果】林道諸鹿屋堂羅線事業化に
向けて進行中

３ 原木造材・仕分け能力向上
１ 市場での原木造材、仕分研修

まとめ

２ 市場から原木出材者への情報提供の
仕組を提案

【結果】
・原木造材、仕分の重要性を認識
・原木出材者への情報提供検討中


